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北海道の地域教材に一般性をさぐる
─教授プラン「昆布にみる日本の歴史」の構想─
梅津　徹郎
抄録：本稿では地域教材である「昆布」に焦点をあて，教育内容と教材の一般性について検討した．
歴史教科書の幕末明治史が政治史，事件史に偏っている点をあらため，商業資本の形成に寄与した「北
前船」の活動と幕末雄藩の「薩摩藩」の財力形成を促した「昆布の密貿易」，さらにその担い手となっ
た「富山の薬売り」などを取り上げ，教授プランの作成を試みたものである．なおこのプランは高校
教育における日本史および総合的学習の時間を想定して作成したものである．
キーワード：北前船，蝦夷の昆布，富山の薬売り，薩摩藩，琉球王国，明治維新
１．はじめに
　筆者は2016年度北海道文教大学公開講座において「昆布にみる日本の歴史と環境問題」を開講した．
一般市民が対象であったが，そのベースとなったものは 1998 年から 2003 年にかけて筆者自身が札
幌市内の公立高校で実践した授業と道内の研究者，教師による授業実践である 1）．
　筆者が「昆布」の教材開発を試みるきっかけとなったのは「昆布ロード」の存在を知ったことには
じまる．なかでも北前船や他の交易船と加賀藩（前田家），長州藩（毛利家）・薩摩藩（島津家）との
歴史的関係性を蝦夷（北海道）の「昆布ロード」から概観することで，とかく政治史，事件史に偏り
がちな教科書的な明治維新史の再検討にもつながるものと考えたのである．また幕末明治期に北前船
が果たした歴史的役割をみると，表舞台にはあまり登場しない商人や庶民の活動が明らかになり，同
時に島津の侵攻を受けた琉球国との歴史的関係から，「日本−琉球−清国」を結ぶ東アジアの交易史
も浮かび上がってくるのである．
　地域教材でありながら，そのなかからどのような一般性を見いだすことができるのか．教育内容と
しての一般性か，教育方法としての一般性か，あるいは地域教材そのものがもつ一般性か．これらの
ことは授業研究，地域教材開発において重要な課題である．本稿では教授プラン「昆布にみる日本の
歴史」を通じて地域教材の一般性について検討を試みた．
２．教育内容の「科学性」と教材の「典型性」「具体性」
　1970 年代，北大教育方法学研究グループは教育内容の「科学性」と教材の「典型性」および「具体性」
について以下のように論じた 2）．
　「教育内容は，現代科学のもっとも一般的・基本的概念や法則をもって構成しなければならない．
そして教材は，このような教育内容を正確にになう実体として，子どもの認識活動の直接的な対象…
として位置づけられるのである．」
　「教育内容が確定したら，その教育内容の本質をになう典型的な教材を考え，創りだし，一定の順
序に構成することが課題となる．」（教材の「典型性」）
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　同時に子どもたちが五官や既知の知識を使って認識対象を分析したり，操作したり，総合したりす
るためには，その認識活動（学習活動）を「確実に容易になしうる性質を教材はもたなければならな
い．」（教材の「具体性」）
　教授学（教育方法学）が実践の学であるためには，上述の教材論を前提とした教授プログラムを創
り，実践を通して教育内容構成や教材の良し悪しを実証的に検証していくことが必要である．
　本稿では北海道の地域教材として「昆布」をとりあげ，その教材開発の可能性について教授プラン
とともに述べることにするが，このような地域教材開発は教育内容や教育方法等に一般性を見出すこ
とができるだけではなく，それらはカリキュラム開発とも連動性をもつものでもある 3）．
３．幕末・明治維新史を商業資本の発展からみる
　幕末から明治にかけて活躍した北前船や雄藩所有の大型船による昆布や漢方薬の「密貿易」は，莫
大な利益をもたらし，豪商は財力を蓄え，また地方の藩であった加賀，薩摩，長州なども財力を蓄え，
明治維新遂行の物質的基盤をつくったという史実がある．さらに地方銀行の設立にあたって，財力を
蓄えた豪商たちが商業資本家，産業資本家として金融を支配していったという歴史的な実態も浮かび
あがってくる．
　明治維新史に関する歴史学書は多数出版されているが，おおよそ共通している歴史的評価を経済的
側面から簡潔に述べてみる 4）．
　明治維新とは日本において幕藩体制（封建制）から資本主義への移行を強力に推し進めた政治，経
済，文化の全体的変革であった．封建制の土台を揺るがしたものは以下の事柄である．
1）商品生産の全国的な発展があった．
2）商業資本の発展があった．
	 　財力のある商人は生産物を安く買い，それを高く売ることで利潤をあげた．商品の流通を専門
的に営み，市場拡大や流通機関の短縮などをおこなった．
3）各地の問屋制家内工業やマニュファクチュアの成長があった．
4）農民層の分解が進行した．
	 　農業の資本主義化にともなって，農民の一部が農業資本家や富農となり，貧農層が多く形成さ
れた．
5）国内市場の形成がすすんだ．
	 　農民層の分解がすすみ，貧農がこれまで自給自足していた消費材を貨幣（現金）で買い，富農
が土地，肥料，農具などの生産手段をより多くの貨幣で買うようになる過程は，同時に産業資本
のための国内市場の形成を促すことにもつながった．
４．昆布という地域教材に一般性を見出す
　筆者は昆布という地域教材がもっている一般性を以下の 2点に見出している．
　第一は食文化としての一般性である．北前船が蝦夷から運んだ昆布が全国各地に広がり，昆布を用
いた料理が全国に存在している．昆布食文化のみならず，日本食（和食）に欠かせない出汁も「カツ
オ出汁」と並んで「昆布出汁」が全国に広がっている 5）．
　第二に昆布という商品が果たした歴史的役割である．それは先述した幕藩体制を崩壊させ，資本主
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義への移行を推し進めた「商業資本の発展」に一般性を見出すことができる．
　概略を箇条書きでまとめてみる．
○加賀，富山を本拠地に北前船を所有した商人が大坂⇔瀬戸内海⇔日本海沿岸各地⇔蝦夷（江差，
箱館など）を行き来し，全国の商品を売りさばくことで莫大な利益をあげていた．
○幕末期，藩財政の悪化に窮していた薩摩藩（島津）は富山の売薬商人を使って蝦夷から大量に
昆布を薩摩に運ばせ，支配下においていた琉球王国を中継地として中国（清）と昆布の密貿易
をおこなった．清からは高価な各種「漢方薬」を買い入れ，それを富山の売薬商人に売った．
○昆布の密貿易による利益により薩摩藩の財政は一気に改善し，逆に莫大な蓄財を成すことと
なった．また富山の売薬商人は清からの漢方薬を高値で全国に売りさばき，莫大な利益を蓄積
し，商業資本家として成長していった．
○ 1853 年のペリー来航以前から日本国内には幕藩体制の行き詰まりは顕著であった．経済力の
ある豪農，豪商は西洋の科学や技術に強い関心をもっており，それらの豪農，豪商は雄藩（薩
摩藩や長州藩など）と結びつき，資金面で近代化の後押しするようになった．
○薩摩藩（島津）は攘夷から倒幕に転じるにあたり，大量の兵器（軍艦，大砲，銃など）をイギ
リス商人から買い付けることになったが，その資金は昆布の密貿易によってつくられたもので
あった．すなわち，昆布の密貿易による資金が西南雄藩（加賀藩・前田，薩摩藩・島津，長州
藩・毛利，佐賀藩・鍋島，土佐藩・山内）の倒幕運動・明治維新を後押ししたのである．
　これらの事実をつなぎ合わせると，幕末から明治にかけての日本の近代化を支えた経済事情が北海
道の「昆布」という地域教材から教育内容の一般化を可能になるのではないかと考えられる．
５．教授プラン「昆布でさぐる日本の歴史」の授業構成と解説
　以下，本稿では高校における日本史・総合学習として扱う「昆布にみる日本の歴史」の授業構成と
その解説を記述していく．
問題 1）日本で昆布（コンブ）がよく獲れる地域はどこだと思いますか？
　　　ア）だいたい日本全国でとれる．
　　　イ）北海道と東北の一部だけでとれる．
　　　ウ）北海道から新潟，富山にかけての日本海側でとれる．
　　　エ）北海道から関東にかけての太平洋側でとれる．
問題 2）昆布の消費量（一世帯あたり）が日本一の都道府県はどこだと思いますか？
　　　ア）北海道　　イ）東京都　　ウ）富山県　　エ）大阪府　　オ）沖縄県
　総務庁（現総務省）統計局発行の『家計調査年報』−「都市階級・地方・都道府県庁所在地別	1
世帯あたり年間品目別支出金額購入数量」−からデータを拾ってみる．
　2000 年前後の統計資料では，富山県と沖縄県が昆布の消費量日本一を分け合っていたが，その後，
沖縄県内の消費傾向が変化し，昆布の消費量は減少してきている．しかし全国的にみても富山県，沖
縄県の消費量が多いことには変わりがない．
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総務省統計局家計調査年報　　（都道府県）	 　　（市町村）
1985（昭和 60）年	 1 位　沖縄県	 1 位　那覇市　2位　富山市
1987（昭和 62）年	 1 位　沖縄県	 1 位　富山市　2位　那覇市
1990（平成 2）年	 1 位　沖縄県	 1 位　富山市　2位　那覇市
1992（平成 4）年	 1 位　沖縄県	 1 位　富山市　2位　那覇市
　2014（平成 26）年度の総務省統計局家計調査年報では　昆布消費量トップ 3（都道府県）は，1位
富山県，2位福井県，3位　島根県…14 位　大阪府…19 位　沖縄県…41 位北海道となっていて，沖
縄県はかなり順位を下げている．
　沖縄県内の食生活の大きな変化がうかがえるが，北陸の富山県，福井県の消費量が多い事実は授業
プランでも生かされている．
問題 3）「社団法人	日本昆布協会」という団体があります．この団体の本部がある都道府県はど
　　　　こだと思いますか？
　　　ア）北海道　　イ）東京都　　ウ）富山県　　エ）大阪府　　オ）沖縄県
　［問題 1］〜［問題 3］までは，答えに意外性をもたせた導入問題である．答えは，問題 1：イ，問
題 2：ウとオ，問題 3：エ　である．
　［問題 1］では，日本全国で食されている昆布が，北海道と東北の一部でしか採れないという事実を，
［問題 2］では昆布の消費量が多いのは，昆布の採れない富山県や沖縄県であることを示し，同時に
富山県や沖縄県がなぜ消費量日本一なのかを考えさせる契機とする問題である．
　［問題 3］では，日本昆布協会の本部が北海道でも富山県でも沖縄県でもなく，大阪府にあるのは
なぜなのか，思考を揺さぶりながら本題に入っていくことにした．
　江戸時代の物流の拠点は大坂であり，「天下の台所」といわれた．西日本や全国の物資の集散地と
して栄えた大商業都市であり，諸藩は大坂に蔵屋敷をおき，領内の年貢米や特産物は大坂商人を通じ
て販売し，貨幣の獲得につとめていた．明治以降もこの大商業都市としての名残から「昆布協会」の
本部が大阪におかれたのである．
　以下，使用した授業用スライドを提示しながら，補足的解説をおこなうことにする．᪳ᕱ䛴୹䛰⏐ᆀ䛵䛯䛙䛭䛝䜍䛌䛑䠑ⓑ䛛䜙䛵䜷䝷䝚䛒ይ䛓䛭䛟䛑䠑᪝ᮇ䛭᪳ᕱ䛒⋋䜒䜑䛴䛵䛯䛙䛦䛮ᛦ䛊䜄䛟䛑䠑䟺䜦䟻䛦䛊䛥䛊᪝ᮇධᅗ䛭䛮䜒䜑䚯䟺䜨䟻໪ᾇ㐠䛮᮶໪䛴ୌ㒂䛦䛗䛭䛮䜒䜑䚯䟺䜪䟻໪ᾇ㐠䛑䜏᩺₪䚮ᐣᒜ䛱䛑䛗䛬䛴᪝ᮇᾇഁ䚯䟺䜬䟻໪ᾇ㐠䛑䜏㛭᮶䛱䛑䛗䛬䛴ኯᖲὊഁ䚯 ᪳ᕱ䛵ᐨὮ⣌䛴ᾇ⸬6）
　植物としてのコンブを生態（生育分布地）からみると，寒流系（親潮）の海藻である．
　北海道の日本海側からオホーツク海側を通る暖流系（黒潮・対馬暖流）では函館付近（マコンブ），
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積丹付近（ホソメコンブ），利尻コンブ，羅臼コンブが採れ，親潮系寒流が流れ込む根室（オニコンブ）
から，えりも，日高・三石あたりではオニコンブ，ナガコンブが採れる．໪ᾇ㐠䛴䜷䝷䝚 䇻 ᪳ᕱ䛴ᾐ㈕㔖᪝ᮇୌ䛵䛯䛙䠑᪳ᕱ䛴ᾐ㈕㔖䟺ୌୠᖈ䛈䛥䜐䟻䛒᪝ᮇୌ䛴㒌㐠ᗋ┬䛵䛯䛙䛦䛮ᛦ䛊䜄䛟䛑䠑䟺䜦䟻໪ᾇ㐠䟺䜨䟻᮶ா㒌䟺䜪䟻ᐣᒜ┬䟺䜬䟻ኬ㜨ᗋ䟺䜮䟻ἀ⦎┬᪳ᕱ䛴ᾐ㈕㔖
•
ᐣᒜᕰ䛮㑛ざᕰ䛱╌┘
•
䠃䠋䠊䠇䟺䠥䠈䠂䟻 䠃న 㑛ざᕰ 䠄న ᐣᒜᕰ
•
䠃䠋䠊䠉䟺䠥䠈䠄䟻 䠃న ᐣᒜᕰ 䠄న 㑛ざᕰ
•
䠃䠋䠋䠂䟺䠚䠄䟻 䠃న ᐣᒜᕰ 䠄న 㑛ざᕰ䠃䠋䠋䠄䟺䠚䠆䟻 䠃న ᐣᒜᕰ 䠄న 㑛ざᕰ ᐣᒜ┬䛮ἀ⦎┬䛒ᾐ㈕㔖᪝ᮇୌ䜘• ❿  䛩䛬䛊䜄䛝䛥䇻 ⥪ຸ┤⤣゛ᑻ䚸ᐓ゛ㄢᰕᖳሒ䚹䛱䜎䜒䛶䝿䝿䝿䝿• 䠃䠋䠊䠂ᖳ䡐䠃䠋䠋䠂ᖳ௥䛵ᐣᒜ┬䛮ἀ⦎┬䛒ᾐ㈕㔖᪝ᮇୌ䜘❿䛩䛬䛊䜄䛝䛥䚯ଝࠋƕ੔ǕƳƍ݈ޛჄǍඌጃჄưෞᝲ᣽ƕٶƍƷƸƲƏƠƯƩƱ࣬ƍǇƢƔᲹ䟺䜦䟻໪ᾇ㐠䟺䜨䟻᮶ா㒌䟺䜪䟻ᐣᒜ┬䟺䜬䟻ኬ㜨ᗋ䟺䜮䟻ἀ⦎┬䚸♣ᅆἪெ ᪝ᮇ᪳ᕱ༝ఌ䚹䛮䛊䛌ᅆమ䛒䛈䜐䜄䛟䚯䛙䛴ᅆమ䛴ᮇ㒂䛒䛈䜑㒌㐠ᗋ┬䛵䛯䛙䛦䛮ᛦ䛊䜄䛟䛑䠑䚸᪝ᮇ᪳ᕱ༝ఌ䚹䛴ᮇ㒂䛵䛯䛙䠑 • 䛰䛢᪝ᮇ᪳ᕱ༝ఌ䛒ኬ㜨䛱䠑• Ờᡖ᫤௥䚮ኬᆊ䛵䚸ټɦƷӨ৑䚹䛮䛊䜕䜒䚮ධᅗ䛴ၛဗ䚮⏐∸䛒㐘䛶䜒䛬䛊䛥䚯• ⼆ኻ䛴ଝࠋ䜈ኬᆊ䛱㞗䜇䜏䜒䛬䛊䛥䚯• Ờᡖ䛵Ṃኃ䛴䜄䛧䚮ኬᆊ䛵ၛெ䛴䜄䛧䚯• ୌ⯙♣ᅆἪெ ᪝ᮇ᪳ᕱ༝ఌኬ㜨ᕰ໪༇ᱭ⏛䠃䟿䠃 ኬ㜨㥈๑➠䠅䝗䝯䠃䠄㝭䡔䠃䠃᭮䠃䠇᪝䡕䛵䡔᪳ᕱ䛴᪝䡕
•
㝛㊨䛮ᾇ㊨ 㻒㻃໪๑⯢䛴㄄⏍
•
⼆ኻ䜊᪝ᮇᾇഁ䛴⏐∸䛵ᩌ㈙䝿ᑚὶ䟺⚗஬┬䟻䛑䜏࿄࿅ฯ䜘㏳䛩䛬ா㒌䝿ኬᆊ䛾㐘䛶䜒䛥䚯
•
•
ᾇэ⌿⍀‘э㝛㊨䛮రᗐ䜈Ⲭ䛴✒䜅ୖ䜓䛝䛒䛈䜐䚮ᡥ㛣䛒䛑䛑䛩䛥䚯㝛㊨䛭䛵ᒜ㐠䛴ᅏ㞬䜊ᒜ㈣䛱ぇ䜕䜒䜑䛙䛮䜈䛈䛩䛥䚯 ẔᙱׅụᑋែẕុᩉỊᧈẪễỦầẆܤμỆଔẪٻ᣽ỆܤẪٻקỆᒵửᢃốᑋែầᎋảỤủẺẇ • けᅂ䜐⯗㊨䛮໪๑⯢䛴㄄⏍• ᭩ิ䛴ム䜅䛵ຊ㈙⸤୹䝿๑⏛ᖏฺ䟺䠃䠈䠅䠋ᖳ䟻䛴᫤䛭䛈䛩䛥䚯䟺⸤⡷䜘ኬᆊ䛱㐘䛼䛥䜇䟻• 䛣䛴ᚃᖞᗋ䛴࿤䜘ུ䛗䛥ඕ஭࿎ជ䛒䚸けᅂ䜐⯗㊨䚹䟺ٻקḸ℡ᡖහᾇḸɦ᧙Ḹ᪝ᮇᾇ䟻䜘ᢽ䛓䚮䚸҅Эᑔ䚹䛒㄄⏍䛝䛥䚯ୖ㛭䟺㛏ᕗ⸤䟻䛵໪๑⯢䛭㐘䛶䜒䛥ဗ∸䛴୯⤽ᇱᆀ䛮䛝䛬䚸ᙱỉුᡮ䚹䛮䛊䜕䜒䜑䜁䛯⦶ᰜ䛝䛥䚯
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ᕡઊྺྶ ٻק⇟⇥∞⇮≊⇚∞∑ɦ᧙໪๑⯢䛵䚮ኬᆊ䛭ဗ∸䜘✒䜅㎰䜅䚮℡ᡖහᾇ䝿ୖ㛭䜘㏳䛩䛬᪝ᮇᾇ䛾䚯᪝ᮇᾇഁ䛴྘ᆀ䛱ᐞ῿䛝䚮ၛဗ䛴኉㈑䚮᩺ၛဗ䛴㈑䛊௛䛗䛰䛯䜘䛝䛰䛒䜏䚮䠃ᖳ䛑䛗䛬⯗ᾇ䛝䛥䚯 ໪๑⯢䛴⯗㊨䐖໪๑⯢䛵ኬᆊ䜘ฝⓆ䛝䛬℡ᡖහᾇ䚮ୖ㛭䜘䐗㏳䛩䛬᪝ᮇᾇ䛾ฝ䜑䚯᪝ᮇᾇἚᓃ䛴྘ᆀ䟺ຊ㈙䚮ᐣᒜ䚮᩺₪䛰䛯䟻䐘Ờᕣ䛭᪳ᕱ䝿ᾇ⏐∸䜘ኬ㔖䛱௘ථ䜒䚮්䛹䛱ᐞ῿䛝䛰䛒䜏ၛဗ䚮∸⏐䜘㈅኉䛝䚮⼆ኻ䝿Ờᕣ䛾䜆䛑䛌䚯䐙໪๑⯢䛵ୖ㛭䜘㏳䜐䚮℡ᡖහᾇ䛑䜏ኬᆊ䛾᪝ᮇᾇἚᓃ䛴྘ᆀ䛱ᐞ῿䛝䚮ᾇ⏐∸䛴ୌ㒂䜘኉䜐䚮䛛䜏䛱⌟ᆀ௘ථ䜒䜘䛝䛬⾔䛕䚯ᡘ䜐䚮㏭୯䛭௘ථ䜒䛥∸⏐䜘ኬᆊ䛭䛐䜓䛟䚯໪๑⯢䛒㐘䜙䛦ၛဗ䚮∸⏐
•
䚼ၡ䚽໪๑⯢䛵䛯䛴䜎䛌䛰ၛဗ䚮∸⏐䜘㐘䜙䛭᪝⏕ဗ䝿䝿䝿
• ຊᕝ㣏ဗ䝿䝿䝿
•
䛊䛥䛮ᛦ䛊䜄䛟䛑䠑ᾇ⏐∸䝿䝿䝿
• ྘ᆀ䛴ྞ⏐ဗ䝿䝿䝿 •䚸୕䜐Ⲭ䚹䠌⼆ኻ䋲᪝ᮇᾇ䝿℡ᡖහᾇ䋲ኬᆊ•• ↻䜊䜦䜺䝭䜻䛴⊿⓮㢦 䜁䛑㌗Ḗ䛓㪠䚮㪠ίἝἉὅὸỉẲỜቪ䚮ଝࠋ䚮ᖱ㩤䚮ሲ㩤Ẑ൶ࠀỉʞஉỊ൶ৎỆờễẟẑ䛮ゕ䜕䜒䛥䚯䠇᭮䛴൶ࠀ䛵䝏䜻䝷⁲䛭䛱䛔䜕䛩䛬䛊䛥䚯䜄䛥໪๑⯢䛴ᐞ῿䛭ኣ䛕䛴ၛဗ䚮∸⏐䛒㞗䜄䛩䛬䛊䛥䚯䝏䜻䝷䛴䛝䜇⢉䠏⏷䛴Ⰳ㈹䛰⫟ᩩಣ䛱䛵⣑䠋䠂䠽䠹䛴䝏䜻䝷⢉䛒ἑහᮄ⥝ථ䛩䛬䛊䛥䚯⥝䛴⏍⏐䜘ᨥ䛎䛥䝏䜻䝷䜘↳䛥ᚃ䚮ᅸ⦨ჹ䛭䛝䜂䜐䚮Ềฦ䛮ἔ䜘ཱི䜐ฝ䛝䚮ṟ䛩䛥∸䜘ஜ⇩䛛䛡䜑䛮䝏䜻䝷⢉䛮䛊䛌㨮⫟䛮䛝䛬౐䛎䜑䚯✽⣪ฦ䚮⇝ฦ䛱ᐣ䜆Ⰳ㈹䛰⫟ᩩ䛭䛈䛩䛥䚯 •䚸ୖ䜐Ⲭ䚹䠌ኬᆊ䋲℡ᡖහᾇ䝿᪝ᮇᾇ䋲⼆ኻ• ⡷䚮ሲ䚮㒿䚮࿝ძ䚮㓲ἔ䚮Ⲍ䚮↦ⲙ䚮• ⥝䚮࿇᭱䚮⣤㢦䚮㔘∸㢦䚮㝙ჹ䚮⁵ჹ⁲⥑䚮⦎䚮䜕䜏⿿ဗ䚮ⷾ 䜁䛑㒿⏛䛴⣒ⰴ эாཪ⚑䛴᯹ᩩ㟯᲻䛴䝖䝔 э⬗Ⓡ䛴㍧ᓞሧ䛴䛐᳈䛴ᮞᩩ䟺ၡ䟻⼆ኻ䛱⦎䜊䜕䜏⿿ဗ䛒㐘䛶䜒䛥⌦⏜䛵䛰䜙䛭䛝䜍䛌䛑䠑໪๑⯢䛴⯗ᾇ᭿㛣䛵䠑
•
•
໪๑⯢䛵䠃ᖳ䛱䠃ᅂ䛴⯗ᾇ䛭䛈䛩䛥䚯
•
•
䠈᭮䛵䝏䜻䝷⁲䛴᭩┊᭿䛭䛈䛩䛥䚯᫋䛴ᙴᓃ䛴ᾁஉɦକ䛱ኬᆊ䜘ฝ῿䛝䚮℡ᡖහᾇ䛑䜏ୖ㛭䜘㏳䜐䚮྘ᆀ䛱ᐞ῿䛝䛰䛒䜏ᾅஉ䛱⼆ኻ䛱฽╌䛟䜑䚯⼆ኻ䛭ᾇ⏐∸䟺䛝䜇⢉䜊᪳ᕱ䟻䜘௘ථ䜒䚮྘ᆀ䛱ᐞ῿䛝䛰䛒䜏ᾀᾁஉ䛱ኬᆊ䛱ᡘ䛩䛬ᮮ䜑䚯 • ໪๑⯢䛴ฺ─䟺䜈䛌䛗䟻䛵䛊䛕䜏䛑䠑•• ໪๑⯢䛵䠃ᖳ䛱䠃ᅂ䛴⯗ᾇ䛭䚮䛣䛴ฺ─䛵䚸༐୦䚹䛮䛊䜕䜒䚮⌟ᅹ䛴䚸䠃൦ළ䚹䛱┞ᙔ䛟䜑ฺ─䜘䛈䛘䛬䛊䛥䚯㉲๑䛴ྎ㎾ᐓ䜈໪๑⯢䛭㈀䜘䛰䛝䛥䚯ᐣᒜ኉ⷾ䛴ၛᐓ䛭䛈䛩䛥⻜⏛ᐓ䟺ᒁྒ䠌⬗Ⓡᒁ䟻䛵໪๑⯢䜘ᡜ᭯䛝䚮ኬ䛓䛰㈀䜘ᠺ䛝䛬䛊䛥䚯
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㉲๑䛴ྎ㎾ᐓ䛴ฺ─
•
䠃䠊䠈䠋䟺᪺἖䠄䟻ᖳ䛴㈠ᩩ䛑䜏ᾂ὿ᾂᾀᾂ ୦
•
䚸୕䜐Ⲭ䚹䟺⼆ኻэኬᆊ䟻䛴኉䜐୕䛘ᾁᾀᾁᾂ ୦
•
䚸ୖ䜐Ⲭ䚹䟺ኬᆊэ⼆ኻ䟻䛴኉䜐୕䛘䚸୕䜐Ⲭ䚹䛵䚸ୖ䜐Ⲭ䚹䛴ᾀᾃ̿ỉ٥ụɥậ䛭䛈䛩䛥䚯 • ᪳ᕱ䝱䞀䝍䛮䛵䛣䛴㐠➵䜘᪳ᕱ䝱䞀䝍䛮䛊䛌䚯Ờᡖ᫤௥୯᭿䟺䠃䠉䠇䠂ᖳ௥䟻䛑䜏᪺἖᫤௥୯᭿䟺᪺἖䠅䠂ᖳ௥䟻䛱䛑䛗䛬䚮⼆ኻᆀ䟺໪ᾇ㐠䟻䛭཭✥䛛䜒䛥᪳ᕱ䛒҅Эᑔ䛭᪝ᮇᾇഁ䛑䜏᩺₪䝿ᐣᒜ䝿㔘Ἁ䝿ᩌ㈙䝿ா㒌䝿ኬᆊ䛾㐘䛶䜒䚮䛛䜏䛱ⷻ᦮䟺㮭ඡᓞ䟻䚮⌨⌣䟺ἀ⦎䟻䜘⤊䛬䚮ΰᅗ䟺୯ᅗ䟻䛱㐘䛶䜒䛬䛊䛥䚯
　北前船（大坂⇔蝦夷）の利益については，奥井隆『昆布と日本人』（日本経済新聞社，2012 年，
p42）に具体的記述がある．
໪ᾇ㐠䛙䜙䛼ᾐ㈕ᣉኬ༝㆗ఌ໪ᾇ㐠⁲ᴏ༝ྜྷ⤄ྙ㏻ྙఌ㻃 䚸໪ᾇ㐠䛴᪳ᕱ䚹䠄䠂䠂䠊 ⼆ኻ䝿ⷻ᦮䝿⌨⌣䝿୯ᅗ䜘䛪䛰䛖䚸᪳ᕱ䝱䞀䝍䚹䛴ᙟᠺ಻ᖞ䜘ᨥ䛎䛥㈠㔘ᖞᮆ᭿䛴ⷻ᦮⸤䛴㈀ᨳ≟Ἓ
•
•
ᙔ᫤䛴ⷻ᦮⸤䛴཭ථ䛵ᖳ㛣ᾀᾂɢɲ 䚯⸤䛴ㇿബ ᾄ὿὿ɢɲ 䟺䛛䜏䛱ᖳ㛣ฺᏄᾅ὿ɢɲ 䟻䠃୦䠏䠇୒ළ䛭ᥦ⟤䛟䜑䛮䝿䝿䝿཭ථㇿബ 䠃䠅୒୦䠏ᾅᾄ൦ළ䠇䠂䠂୒୦䠏ᾁᾄ὿὿ ൦ළ
•
ᖳ㛣ฺᏄ 䠈䠂୒୦䠏ᾂ὿὿ ൦ළ
•
ㇿബ䛴ኣ䛕䛵ⷻ᦮ၛெ䚮ኬᆊၛெ䛑䜏䛴䜈䛴䚯㏁ῥ䛵୘ྊ⬗䛭䛈䜑䚯 • ⷻ᦮⸤䛴䇵㈀ᨳ්ᘋ䇶 䛮ㄢᡜᗀ㒋• ⷻ᦮⸤䟺ᓞ὘ᐓ䟻䛵ຊ㈙⸤䟺๑⏛ᐓ䟻䛱ḗ䛖ධᅗ➠䠄న䛴㞕⸤䛭䛈䛩䛥䛒䚮 䠃䠊䠄䠂䟺ᩝᨳ䠅䟻ᖳᙔ᫤䚮⸤䛴ㇿബ䛒䚸䠇䠂䠂୒୦䚹䛭䛈䛩䛥䚯⸤୹䠌ᓞ὘㔔㇞䟺䛝䛘䛸䛭䟻䛵䠃䠊䠅䠃ᖳ䚮ᐓ⩹䠌ㄢᡜᗀ㒋䟺䛠䛝䜍䛸䜓䛛䛮䠃䠉䠉䠈䟿䠃䠊䠆䠊䟻䛱䚸䠃䠂ᖳ㛣䛭ೇ㔘䜘䛰䛕䛝䚮䛛䜏䛱䠇䠂୒୦䛴⵫㈀䚹䜘䛪䛕䜑䜎䛌䛱࿤䛞䛥䚯
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　調所広郷による借金踏み倒し（財政再建）は無謀ではあるが，それと引きかえに商人たちには専売
品の取り扱いでの優遇など“見返り”を用意していた．ㄢᡜᗀ㒋䛴䚸ೇ㔘㊻䜅಻䛝䚹➿
•
•
ೇ㔘䜘䚸䠄䠇䠂ᖳ䛴ᖳ㈷㏁ῥ䚮↋ฺᏄ䚹䛮䛟䜑䛙䛮䜘ၛெ䛱ᢪ䛝䛪䛗䚮ೇ⏕᭡䜘ཱི䜐㏁䛝䛥䚯䛣䛴ず㏁䜐䛮䛝䛬䚮ୌ㒂䛴ၛெ㈠ᮇ䛱䛥䛊䛝䛬⸤䛴ᑍ኉ဗ䛰䛯䜘ඁ඙Ⓩ䛱᡽䜕䛡䛥䚯䛣䜒䛱䜎䜐ၛெ䛴ฺ─䛵䛈䛒䛩䛥䚯 ㄢᡜᗀ㒋䛴⸤㈀ᨳ්ᘋ䛮ㅎ➿• ೇ㔘䛴㊻䜅಻䛝䚯•
•
䛛䜏䛱䝿䝿䝿Ẑଝࠋỉ݅᝵ତẑỆợỦᔛᝠửᎋảẺẇ዁⨶⩄ᓞ䟺ኬᓞ䚮ႌ⏲ᓞ䚮ᚠ஄ᓞ䟻䛴㯦▹⢶䜘⸤䛴ݦ٥Լ䛮䛝䚮ྜྷ᫤䛱ཚ䛝䛊⛧䛴ཱི❟䛬䜘䛐䛙䛰䛩䛥䚯ᐣᒜ䛴ⷾ኉䜐䠏⻜⏛ᐓ
•
•
ᐣᒜ䛴኉ⷾၛ䚸Ꮱႇދ䚹䛴⻜⏛ᐓ䛵҅Эᑔử৑ஊ䛝䛬䚮㈀䜘ᠺ䛝䛬䛊䛥䚯
•
䚸༞㒂⤄䚹䚸㛭᮶⤄䚹 Ẑⷻ᦮⤄ẑ 䛰䛯䚯኉ⷾၛ䛵ධᅗ䜘䠄䠄䝚䝱䝇䜳䛱ฦ䛗䚮䚸⤄䚹䜘䛪䛕䛩䛬྘ᆀ䜘䜄䜕䛩䛬䛊䛥䚯ᐣᒜ䛴ⷾ኉䜐䛵ධᅗ྘ᆀ䜘ᅂ䜑䛥䜇䚮ㅎ⸤䜊⼆ኻᆀ䛴ᵕᏄ䛰䛯ኣ䛕䛴᝗ሒ䜘䜈䛩䛬䛊䛥䚯 ⷻ᦮⸤䛮ຊ㈙⸤䟺㉲୯䟻䛴ⷾ኉䜐••• ⷻ᦮⸤䛵୯ᅗ䟺ΰ䟻䛮䛴݅᝵ତ䛴ฺ─䛭⸤㈀ᨳ්ᘋ䜘⩻䛎䛥䚯ⷻ᦮⸤䟺ㄢᡜᗀ㒋䟻䛵䇵㈀ᨳ්ᘋ䇶䛴䛥䜇䚮㉲୯䟺ຊ㈙⸤䟻䛴ⷾ኉䜐䟺⬗Ⓡᒁ䠏⻜⏛ᐓ䟻䛱䛥䛊䛝䛬䚮㡷හ䛭䛴ႜᴏ䜘ヾ䜇䜑ஹᥦ᮪௲䛮䛝䛬䚮⼆ኻ䛴ଝࠋ䛴ᥞ౩䜘ị䜇䛥䚯ᐣᒜ䛴኉ⷾ䚸ⷻ᦮⤄䚹䛵䛣䛴ず㏁䜐䛮䛝䛬୯ᅗ䟺ΰ䟻䛑䜏๮૾ᕤỉҾ૰䜘Ꮽ౮䛱ථᡥ䛟䜑䝯䞀䝌䜘☔ಕ䛝䛥䚯
　富山の売薬商人（たとえば密田家）は自分の船をもち，頻繁に蝦夷地に薬を売りに行っていた記録
がある．また，薩摩藩が富山の売薬商人に，昆布の代金を支払うという形で 300 両の資金援助をし
ていたという記述もあり，さらに『富山売薬業史史料集』（高岡高等商業学校編，1936 年）の中には，
「極隠密被」と記述された文書が紹介されている．
　この記述からも，琉球⇔中国への昆布輸出は「密貿易」であったことがうかがえる．しかし，密貿
易であったがゆえに，正確な輸出量を示す記録は残されていない．
　北前船は琉球へは直接行ってはいない．薩摩と琉球を往復した船は，薩摩藩の船と海商船であった．
また琉球と中国を往復した船は琉球の「進貢船」と海商船であった
　鹿児島県歴史資料センター「黎明館」には『進貢船帰港之図』があり，中国帰りの進貢船を薩摩藩
の家紋（丸に十字）を掲げた琉球の小型船が迎えに出ている様子が描かれている．ⷻ᦮⸤䛮ຊ㈙⸤䟺㉲୯䟻䛴ⷾ኉䜐
•
•
•
ⷻ᦮⸤䛵୯ᅗ䟺ΰ䟻䛮䛴݅᝵ତ䛴ฺ─䛭⸤㈀ᨳ්ᘋ䜘⩻䛎䛥䚯ⷻ᦮⸤䟺ㄢᡜᗀ㒋䟻䛵䇵㈀ᨳ්ᘋ䇶䛴䛥䜇䚮㉲୯䟺ຊ㈙⸤䟻䛴ⷾ኉䜐䟺⬗Ⓡᒁ䠏⻜⏛ᐓ䟻䛱䛥䛊䛝䛬䚮㡷හ䛭䛴ႜᴏ䜘ヾ䜇䜑ஹᥦ᮪௲䛮䛝䛬䚮⼆ኻ䛴ଝࠋ䛴ᥞ౩䜘ị䜇䛥䚯ᐣᒜ䛴኉ⷾ䚸ⷻ᦮⤄䚹䛵䛣䛴ず㏁䜐䛮䛝䛬୯ᅗ䟺ΰ䟻䛑䜏๮૾ᕤỉҾ૰䜘Ꮽ౮䛱ථᡥ䛟䜑䝯䞀䝌䜘☔ಕ䛝䛥䚯 䚸ⷻ᦮䋴⌨⌣䋴୯ᅗ䚹䛴ᐠ㈘᪾ဗ•• ⷻ᦮⸤䛵㑛ざ῿䛱䚸ଝࠋࡈ䚹䛮䛊䛌ฝ඙ᶭ㛭䜘⨠䛓䚮ᐠ㈘᪾⏕䛴᪳ᕱ䜘㞗Ⲭ䛝䛥䚯• 䚼ΰ䛾䛴㍲ฝဗ䚽ଝࠋ䚮ᖱ䛝䜦䝳䝗䚮䝙䜯䝖䝰䚮▹⢶䚮ภ๟䛰䛯䚯᪳ᕱ䛴㍲ฝ㔖䛵ධమ䛴䠊䠂䟸䜘༥䜇䛬䛊䛥䚯䚼ΰ䛑䜏䛴㍲ථဗ䚽䠌๮૾ᕤỉҾ૰䟺䜼䝧䜷䜪䚮䝮䝩䜪䝒䜪䟻
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⻜⏛ᐓ䛴Ὡິ
•
•
⻜⏛ᐓ䟺⬗Ⓡᒁ䟻䛵ᐣᒜ䛴኉ⷾ䚸ⷻ᦮⤄䚹䛴୯ᚨⓏᏋᅹ䛮䛝䛬Ὡ㌅䛝䛥䚯
•
ⷻ᦮⸤හ䛭䛵䠇䠂䡐䠈䠂ெ䛴䚸ⷻ᦮⤄䚹䛴኉ⷾெ䛒⾔ၛ䛝䛬䛊䛥䚯
•
໪๑⯢䚸㛏⩽୷䚹䜘ᡜ᭯䛝䚮᪳ᕱ䛴ᐠ㈘᪾䜘ᨥ䛎䚮ΰ䛑䜏䛴₆᪁ⷾཋᩩ䜘䜈䛮䛱ධᅗ䛱㧏ೋ䛭₆᪁ⷾ䜘㈅኉䛝䛬㈀䜘䛰䛝䛥䚯⠇䛓୕䛘䛥㈀䛵᪺἖௧㜾䚮㖗⾔䚮ಕ㝜䚮㐘㍲䚮⣫⦴䛰䛯ᵕ䚱䛰ฦ㔕䛱ᢖ㈠䛝䛥䚯 ⷻ᦮⸤䛴䇵㈀ᨳ්ᘋ䇶Ᏸ஡•• 䠃䠊䠆䠂䟺ኮಕ䠃䠃䟻ᖳ䚮ㄢᡜᗀ㒋䛱䜎䜑ⷻ᦮⸤㈀ᨳ්ᘋ䛒Ᏸ஡䛝䛥䚯ㄢᡜ䛵᪳ᕱ䛴ᐠ㈘᪾䛱䜎䜑ฺ─䛱䜎䛩䛬䚮ᾄ὿ɢɲ䛴⵫㈀䜘䛪䛕䜐䚮䛛䜏䛱䠃䠂ᖳᚃ䛱䛵ᾀ὿὿ɢɲ 䛴⵫㈀䜘䛪䛕䜑䛱⮫䛩䛥䚯ⷻ᦮⸤䛴⿿㏸ᕝሔᘋシ
•
•
•
䠃䠊䠇䠃ᖳ䚮ⷻ᦮⸤୹ᓞ὘᩟ᙧ䛵Ӓݧ໐䟺⿿㕪ᡜ䟻䜘ᘋシ䛝䚮ኬ◑㗢㏸䚮㏸⯢䚮⣫⦴ᶭ䚮䜰䝭䜽䛰䛯䛴ᙌᡯ߻ئ䜘ᘋシ䛝䛥䚯䛙䜒䜏䛵䚮ⷻ᦮⸤䛴㌯஥ງ䜘ኬ䛓䛕䛟䜑ᇱ䛮䛰䛩䛥䚯䛰䛐䠃䠊䠇䠂ᖳ䛱䛵ఫ㈙⸤䛭䜈ཬᑏ⅌䛴⠇㏸䜘㛜ጙ䛝䛬䛊䜑䚯 •᪳ᕱ䛴ฺ─䛒಻ᖞ㈠㔘䛱䛰䛩䛥ྊ⬗ᛮⷻ᦮䟺㮭ඡᓞ䟻䛮㛏ᕗ䟺ⴏ䝿ୖ㛭䟻• Ẑⷻ㛏㏻ྙẑ ίຊ㈙⸤䜈ᚃᢪ䛝ὸ䚸ⷻ㛏㏻ྙ䚹䛱䜎䜐䚮ᨕኻ䛑䜏಻ᖞ䛾䜆䛑䛌䚯
•
᪳ᕱ䚮₆᪁ⷾ䛰䛯䛴ᐠ㈘᪾䛭ᚋ䛥Ⳑኬ䛰ฺ─䛒಻ᖞ㈠㔘䛱䛰䛩䛥䛮⩻䛎䜏䜒䜑䚯ⷻ᦮⸤䛴ඹჹ㉆ථ䛭䛵䜴䝭䝔䞀䛒ິ䛊䛥䚯
　薩摩藩がイギリスなどからの兵器購入や自藩で反射炉の建設，大砲製造，造船に着手するには多額
の資金が必要である．この資金こそ「昆布の密貿易」による莫大な利益だったのである．
•
ඹჹㄢ㐡䛮䜴䝭䝔䞀䛴䛌䛚䛓
•
•
䝌䞀䝢䜽䝿䝚䝰䞀䜳䝿䜴䝭䝔䞀䟺ⱝ䟻䛵䚮㛏ᓧᕰ䛴びකᆀ䚸䜴䝭䝔䞀㑨䚹䛮䛝䛬ྞ䜘ṟ䛝䛬䛊䜑䚯䜴䝭䝔䞀䛵ᖞᮆ᭿䛱ⷻ᦮䚮㛏ᕗ䚮ᅰఫ䚮ఫ㈙䚮↻ᮇ䛰䛯䛴ㅎ⸤䛮᥃よ䛝䛬䛊䛥䚯䠃䠊䠈䠆ᖳ䡐䠃䠊䠈䠊ᖳ䛴䠇ᖳ㛣䛱ᤧᙌᔕൢᑔửᾁᾃᨶ㈅኉䛝䛬䛊䜑䚯ᕡઊᾅᨶ䚮↻ᮇ䠆㞐䚮ᚠᕖᖞᗋ䠅㞐䚮ఫ㈙䠅㞐䚮㛏ᕗ䠅㞐䚮䛣䛴௙Ꮻ࿰ᓞ⸤䛰䛯䛱䠇㞐㈅኉䚯 • 䜴䝭䝔䞀䛴Ṃჹ㈅኉㔖• 䜴䝭䝔䞀䛵⯼⯢௧አ䛴Ṃჹ䜈㈅኉䛝䛥䚯• ᖞᗋ䛱䛥䛊䛝䛬ኬ◑ᾂᾄᧉ 䚮ᙆ୷ᾆ὿὿Ἒὅ䜘㈅኉䛝䛥䚯ᑚ㖘䛵 ᾀɢᾁᾇᾁᾄ਱ ㈅኉䛝䛥䚯
•
ᖞᮆ᭿䛴㖘䛴ೋṹ䛵䛊䛕䜏䠑ᖞᗋ䛵䠃䠊䠈䠆ᖳ䛱䜮䝭䝷䝄䛴䝣䝏䜬䞀㖘䜘᤿⏕䚯
•
៖ᚺඔᖳ䟺䠃䠊䠈䠇ᖳ䟻 䠃᣷䠏䠃䠊୦៖ᚺ䠆ᖳ䟺䠃䠊䠈䠊ᖳ䟻 䠃᣷䠏䠋୦௧ୖ䚯௫䛴ム⟤䟺ᕡઊᕴỉͳᔛ਱ᾀ὿὿ɢɲỉỡẪả䟻㖘䛴ᛮ⬗䛱䛵ኬ䛓䛰ᕣ䛒䛈䜐䚮ೋṹ䛵䠃᣷䛒䠃䠂䡐䠆䠂୦䛮ᖕ䛒䛈䛩䛥䚯䟺᩺ᨳᗋ㌯㽙ᖞᗋ㌯䟻䠃᣷䠏䠃䠂୦䛴㖘䜘䠃䠂୒୦䟺ങ⵫㔘䛴䠃䠂䟸䟻䛭㈑䛊௛䛗䜑䛮䛝䛥䜏䚮ⷻ᦮䛵ᾀɢ਱ỉ᤽䜘ᣚ䛪䛙䛮䛱䛰䜑䚯 㧏ᮙ᫬ష䟺㛏ᕗ䟻䛮ᆊᮇ❫㤷䛴ఌヨ䠑•• 㧏ᮙ䚸㌯⯼䠃䠂㞐䛮䝣䝏䜬䞀㖘䠃୒᣷䛒䜁䛝䛊䚯䠃䠇୒୦䜈䛈䜒䛶䝿䝿䝿䚹• ᆊᮇ䚸㛏ᕗ䛱䛵㔘䛒䛌䛰䜑䜁䛯䛈䜑䛦䜓䛌䚯䚹䟺ෞᠺ༡䚺⥌᩺㛡ヨ 䠆∟䚻㛏࿔᩺⪲♣䚮䠃䠋䠊䠉䟻• 㛏ᕗ⸤䛱䛵䛑䛰䜐䛴䚸ᶭᐠ㈕䚹䟺ᖋ⡑䛱䛴䜏䛰䛊䛐㔘䟻䛒䛈䛩䛥䚯• 䜴䝭䝔䞀䛑䜏䝣䝏䜬䞀㖘䠉䠅䠂䠂᣷䜘䠋୒䠄䠆䠂䠂୦䛭㉆ථ䛝䛬䛊䜑䚯䟺䠃䠄୦/᣷䟻㌯⯼䠃㞐 䠅୒䠋䠂䠂䠂୦䛭㉆ථ䛝䛬䛊䜑䚯
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　反目していた薩摩藩と長州藩が 1866 年，「薩長連合」を成立させたが，この時グラバーが坂本龍
馬を仲介役として薩摩藩と長州藩に引き合わせたとも言われている．
•
ᐠ⏛ᐓ䛮ྎ㎾ᐓ䛴㈀ງ䛮᪝ᮇ䛴㎾௥໩ᐠ⏛ᐓ䛵➠Ⓤ஦༎୔㖗⾔䟺໪㝛㖗⾔䟻䛴シ❟䛱ᐞ୙䚯
• ྎ㎾ᐓ䛵᪝ᮇᾇ୕ಕ㝜ఌ♣䛴シ❟䛱ᐞ୙䚯
• ໪๑⯢୹䛥䛧䛵䚮᪳ᕱ䝱䞀䝍䛭ᚋ䛥Ⳑኬ䛰ฺ─䜘᪝ᮇ䛴㎾௥⏐ᴏ䛴㈠ᮇ䛮䛝䛬Ὡ⏕䛝䚮ಕ㝜ᴏ䚮㖗⾔ᴏ䚮㞹ງᴏ䚮⡷✈䝿⫟ᩩᴏ䛰䛯䛴⤊ႜ䛱ᦘ䜕䛩䛬䛊䛩䛥䚯 ẐỖẪẩỮẑẾề˴ỂẴẦᾎ໪㝛㖗⾔ 㟯᲻㖗⾔䜅䛧䛴䛕㖗⾔ᮈᖙ 䠊ᗉ⯊ พ㤃 䠈ᗉ⯊ พ㤃 䠄ᗉ⯊พ㤃 䠅ᗉ⯊ ᮈᖙ 䠃ᗉ⯊ ᮈᖙ 䠃ᗉ⯊ᑚᶙ 䠄ᗉ⯊᪣ᕖ 䠃ᗉ⯊㔪㊨ 䠃ᗉ⯊ᖈᗀ 䠃ᗉ⯊Ờื 䠃ᗉ⯊ⱚᑚ∶ 䠃ᗉ⯊໪ᾇ㐠䛱໪㝛㖗⾔䛴ᗉ⯊䛒ኣ䛊䛴䛵䛯䛌䛝䛬䛦䛮ᛦ䛊䜄䛟䛑䠑
　明治期に入り，鉄道網（蒸気機関車）が発展したため，海運業（北前船）は縮小していくことになっ
た．しかし北前船によって蓄えた莫大な利益は近代産業の資本として活用されたのである．
　北陸銀行の前身である「富山第百二十三銀行」の設立には密田家が強く関わっている．
　北海道の隣県である青森県の銀行にくらべ，富山県に本店がある「北陸銀行」の数が格段に多い理
由は，やはり北前船との歴史的関係によるものである．
　また，富山の北前船と北海道との深い関係を示す建物が小樽市に現存しているのも興味深い．
　なお，以下のスライド写真はいずれも JR 北海道車内誌『THE	JR	Hokkaido』，2016 年 1 月号，
355 号より転載した．᪟ኬᐓಲᗔ䟺Ⰵහ䠄୍┘䟻䚯℡㉲ฝ㌗䛴໪๑⯢୹䝿ኬᐓ୏ᖲ䛒ᘋ㏸䚯 ᘌ⯢ၡᒁሲ⏛Ꮽⶮ䛴ื㑨䛮䛝䛬ᘋ䛬䜏䜒䛥䚯⌟ᅹ䛵䚸ᑚᶙὊ㣏ฌ㻃 ከ஦ி䚹䛮䛝䛬ႜᴏ䛝䛬䛊䜑䚯
　北前船で活躍した船主，商人としては銭屋五兵衛，高田屋嘉兵衛なども歴史書に登場するが，昆布
ロードと昆布の密貿易に焦点をあてた場合，やはり「密田家」の存在が大きいと言える．
　商業資本がやがて産業資本として日本の近代化に果たした歴史的役割を蝦夷（北海道）の「昆布」
から検討し直し，新しい教育内容構成の教授プログラムを検証していくことは意義深いものがあると
いえる．
６．おわりに
　高校（あるいは中学校）で日本史の授業として実施する場合，現行の学習指導要領では時間的な制
約がある．この教授プランは「総合学習」として実施することが現実的であろう．
　なお今回は「食文化としての一般性」に関する教授プランは紹介できなかったが，富山の各種昆布
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料理，蝦夷の身欠きニシンを使った京都の「にしん蕎麦」，沖縄料理の「クーブイリチー」や「リュウキュ
ウイノシシ汁」など，北前船に由来すると思われる様々な昆布料理の全国的な広がりを教授プランと
して創りあげたいと考えている．ᐣᒜ䛴᪳ᕱᩩ⌦ᒜ⳧䛴᪳ᕱ䚲 㨮䛴᪳ᕱ䚲䛐䜂䜓䟺䛮䜓䜓䟻᪳ᕱ䛐䛱䛔䜐䝏䜻䝷䛴᪳ᕱᕬ䛓᪳ᕱ䛴䛑䜄䜂䛙䛰䛯ኣᩐ ா㒌䛴䚸䛱䛝䜙ⶻ㯇䚹⼆ኻ䛑䜏㐘䛶䜒䛬䛓䛥ᖱ∸䛴៲എẨỆẲỮ 䜘౐䛩䛥䚯
ἀ⦎䛭䛵䛐♻䛊䛴ᖆ䛱Ḗ䛑䛡䛰䛊ᩩ⌦䚯㇔୔ᯓ⫏䚮ᖱ䛝ว䜐䜷䝷䝚䚮䛝䛊䛥䛗䚮ἀ⦎ᩩ⌦䠌䜳䞀䝚䜨䝮䝅䞀䜳䞀䝚䟺᪳ᕱ䟻䚮䜨䝮䝅䞀䟺⅏䜇∸䟻ว䜐䛙䜙䛱䜉䛕䚮㓲ἔ䚮䛦䛝Ị䚮䜅䜐䜙䚮㒿䚮ሲ 㯦䛊䛴䛵䜷䝷䝚け⾪ᓞ䛴䜨䝒䜻䜻Ị 䠄䠂䠃䠈ᖳ䠊᭮
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A Teaching Plan Using Local Products as Teaching Materials:
“Situating Kombu in Japanese History”
UMETSU Tetsuo
Abstract: I attempt to create a teaching plan which focus on kombu as a locally available ingredients.
Keywords: Kitamaebune merchant ships, Ezo	 kombu (Hokkaido kombu), patent medicine merchants of 
Toyama, the Satsuma Clan, Ryukyu, smuggling, Meiji Restoration
